
今調査しているのは「括れ部」の北側だよ！
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銚子塚古墳の試掘調査も開始後１週間が経ちました。今調査しているのは、「括れ部（銚子塚古墳の前方部と後円
部の境目）」北側です。
この部分は周溝の幅や形がこれまでよくわかっていない場所です。今回はここに長さ約20ｍ、幅２ｍのトレンチ

（試し掘りする細長い穴のこと）を２本設定して、周溝の位置や形を調査しています。
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周溝の端（推定ライン）

周溝の端がどのあたりに来るのかを推測しながら、トレンチの土層堆積や自然地形を調
査しているんだ。このあたりは少し掘ると水が沸いてくるから、作業はとっても大変な
んだ。
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　今はここらへんを調査しているの
さ。後円部と前方部の接するとこ
ろ、まさに括れた部分だから「括れ
部」って言うんだ。
　周溝がどんな幅でどんな形をして
いたかを調べるのが最大の目的さ。
　あとねー、前方部の直線的な周溝
がどんなふうに後円部の円形の周溝
に連続していくのかも大事なポイン
トだね。
　墳丘から少し離れているから、今
のところ埴輪はまだ出てきていない
よ。




